






























 その 3 つの産業分野とは、環境保全産業市場、生活文化産業市場、通信情報産業市場で、


































果、2000 年に中国電子部品業界で 24 位に位置していたのが、2003 年には 11 位になった。
2006 年には 1 位を目指している。 











分野での No.1 を目指している。 
センター協力会理事、範雲涛さんがご本を出版されました! 
 上海センター協力会理事、範雲涛さんが本を出版されました。「中国ビジネスの法務戦略
――なぜ日系企業は失敗例が多いのか」とのタイトルで、定価 3675 円、日本評論社からの
発行です。これは、上海センターの二月のセミナーでもご報告いただいた内容で、それを
より詳しく展開されたものです。出版社の宣伝文では、 
・9 年にわたって行われた法律家としての実務経験に基づく、上海に進出した日系企業のた
めの提言。 
・日本企業がこの間もったおびただしい数の失敗と成功の経験を収録。失敗・トラブル事
例を中心に具体的に解説・分析。 
・ＷＴＯ加盟後の「法治政策」の 帰趨、中国からの資本進出、「中国特需」・・・、激変す
る投資環境を見据えたリスク回避のための法務戦略を公開。 
・日中の法律事情のみならず、政治経済、社会文化、ものの考え方にも精通した深い分析・
解説。 
となっています。立石信雄オムロン株式会社相談役や天児 慧早稲田大学教授の推薦もあり、
読者の皆様も是非ご覧ください。 
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